
「
今
こ
そ
古
事
記
に
書
か
れ

た
建
国
の
精
神
を
取
り
戻
そ

う
」
と
閉
会
の
辞
を
述
べ
た
。

次
い
で
、
奉
祝
パ
レ
ー
ド

コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
優
勝
校
・
国
学
院
大

学
と
凖
優
勝
校
・
東
海
大
学

に
大
原
会
長
か
ら
賞
状
が
授

与
さ
れ
、
両
校
に
よ
る
演
奏

が
行
わ
れ
た
。

第
二
部
は
新
保
裕
司
氏
の

記
念
講
演
「
美
の
日
本
と
義

の
日
本
」
で
、
要
旨
は
次
の

通
り
。

「
美
」
と「
義
」
を
あ
え
て

（１）（毎月１回、１0日発行）（昭和56年２月３日第３種郵便物認可） The  Syukyo  Shimbun (The  Religion  News) 令和６年（2024年）３月１０日　日曜日 第809号

一
、
精
神
革
命
の
旗
手

一
、
宗
教
連
合
の
具
現

一
、
地
上
天
国
の
建
設

〈社是〉
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能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
・
輪
島

市
に
神
戸
か
ら
駆
け
付
け
、
炊
き
出

し
を
行
っ
た
神
戸
国
際
支
縁
機
構
の

岩
村
義
雄
代
表
が
語
る
、
被
災
者
へ

の
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
必
要
性

は
、
宗
教
者
の
社
会
活
動
に
大
き
な

示
唆
を
与
え
て
い
る
。

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
（
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ

ス
障
害
）
は
、
強
い
精
神
的
な
ト
ラ

ウ
マ
体
験
に
よ
っ
て
生
じ
る
ス
ト
レ

ス
症
状
だ
が
、
そ
れ
と
対
照
的
な
現

象
が
Ｐ
Ｔ
Ｇ
（
心
的
外
傷
後
成
長
）

で
、
辛
い
体
験
で
強
い
ス
ト
レ
ス
を

受
け
た
後
に
人
と
し
て
成
長
す
る
こ

と
。
米
国
の
心
理
学
者
に
よ
り
１
９

９
０
年
代
に
提
唱
さ
れ
た
。

自
分
を
物
語
る
こ
と

Ｐ
Ｔ
Ｇ
を
実
証
し
た
一
人
が
、
ユ

ダ
ヤ
人
強
制
収
容
所
に
収
監
さ
れ
た

体
験
を
も
と
に『
夜
と
霧
』
を
書
き
、

精
神
障
害
を
克
服
す
る
心
理
療
法
を

長
へ
と
転
換
さ
せ
る
き
っ
か
け
に
な

る
こ
と
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
で
も
見
ら
れ
た
。
寄
り
添
う
支
援

者
に
心
の
内
を
語
る
と
、
そ
れ
は
自

然
に
そ
の
人
の
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー

に
発
展
し
て
い
く
。
研
究
者
に
よ
る

と
、
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
を
語
る
効

果
は
、
①
ト
ラ
ウ
マ
前
・
中
・
後
の

間
に
連
続
性
を
生
み
修
復
す
る
、
②

起
こ
っ
た
こ
と
の
意
味
を
見
い
だ
す

助
け
と
な
る
、
③
失
っ
た
も
の
を
悲

し
み
、
記
憶
に
残
す
機
会
を
与
え
て

く
れ
る
、
と
い
う
。

そ
し
て
自
分
に
つ
い
て
物
語
る
こ

と
に
よ
り
、
①
私
に
は
立
ち
直
る
力

が
あ
り
、
②
助
け
合
う
人
が
い
て
、

③
新
し
い
道
が
開
け
る
、
と
い
う

「
力
」「
関
係
性
」「
世
界
観
」
の
発
展

に
つ
な
が
る
。
そ
れ
が
人
と
し
て
の

成
長
を
も
た
ら
す
の
で
あ
ろ
う
。

人
は
自
分
の
物
語
を
語
る
こ
と

で
、
過
去
と
現
在
を
再
構
築
し
、
そ

提
唱
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
精
神
科

医
ビ
ク
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
ル
だ
ろ

う
。
イ
ギ
リ
ス
の
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相

は
、
若
い
頃
、
南
ア
フ
リ
カ
の
ボ
ー

ア
戦
争
で
捕
虜
に
な
っ
た
体
験
か
ら

う
つ
病
を
患
う
よ
う
に
な
っ
た
が
、

苦
し
み
な
が
ら
も
国
民
を
率
い
て
ド

イ
ツ
と
の
戦
い
に
勝
利

し
、
英
雄
と
な
っ
た
。

団
塊
世
代
が
後
期
高

齢
者
の
仲
間
入
り
を

し
、
多
死
社
会
に
な
っ
た
日
本
で

は
、
死
を
見
据
え
て
ど
う
生
き
る
か

が
問
わ
れ
て
い
る
。
戦
後
教
育
を
受

け
、
特
定
の
宗
教
を
信
じ
る
割
合
は

少
な
い
が
、
死
を
意
識
し
て
絶
望
的

に
な
ら
な
い
人
が
多
い
の
は
、
死
を

思
う
こ
と
が
逆
説
的
に
成
長
を
も
た

ら
す
こ
と
を
体
験
的
、
文
化
的
に
知

っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
。
こ
れ

も
Ｐ
Ｔ
Ｇ
の
一
つ
で
あ
る
。

傾
聴
が
被
災
者
の
ス
ト
レ
ス
を
成

れ
を
通
し
て
自
分
を
理
解
し
、
周
り

の
人
た
ち
と
の
関
係
性
を
修
復
し
、

ト
ラ
ウ
マ
の
悪
影
響
を
減
ら
し
、
最

終
的
に
人
生
の
意
味
を
発
見
し
、
そ

れ
を
表
現
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
自

分
を
形
成
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
自
己
形
成
と
は
自
分
が
主
人

公
の
物
語
の
創
作
な
の
で
、
時
と
環

境
に
応
じ
て
編
集
し
直
す
こ
と
が
で

き
る
。
そ
れ
だ
け
の
可
塑
性
が
人
間

の
脳
に
は
あ
る
。

被
災
者
が
ト
ラ
ウ
マ
か
ら
立
ち
直

っ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
で
、自
ら
支
援
者

に
な
る
こ
と
の
効
果
が
よ
く
語
ら
れ

る
。
少
し
ず
つ
余
力
が
出
て
く
る

と
、人
を
助
け
る
側
に
な
る
ほ
う
が
、

よ
ほ
ど
自
分
に
と
っ
て
の
励
み
に
な

る
か
ら
だ
。
そ
れ
が
人
間
の
本
性
の

一
つ
な
の
で
、
人
類
は
幾
多
の
困
難

を
乗
り
越
え
ら
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

岩
村
義
雄
氏
の
「
人
間
だ
け
で
な

く
動
物
、
植
物
、
鉱
物
に
対
し
て
注

ぐ
の
も
隣
人
愛
」
と
の
言
葉
は
重
要

で
、
自
然
環
境
と
の
か
か
わ
り
も
人

の
成
長
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
。
最

澄
が
、
衆
生
は
み
な
生
ま
れ
な
が
ら

に
し
て
仏
と
な
り
う
る
素
質（
仏
性
）

を
も
つ
と
し
て
「
一
切
衆
生
悉
有
仏

性
」
を
唱
え
、
天
台
宗
で
は
「
涅
槃

経
」
に
基
づ
く
「
草
木
国
土
悉
皆
成

仏
」
が
強
調
さ
れ
た
よ
う
に
、
日
本

人
は
自
然
と
と
も
に
成
仏
す
る
、
涅

槃
の
世
界
に
入
る
と
の
信
仰
を
培
っ

て
き
た
。
そ
れ
は
、
宗
教
心
が
薄
れ

た
と
さ
れ
る
現
代
人
の
死
生
観
に
も

反
映
さ
れ
て
い
る
。

死
と
は
自
分
を
生
み
出
し
た
大
宇

宙
に
帰
る
こ
と
と
考
え
れ
ば
、
多
く

の
宗
教
の
説
く
来
世
観
と
矛
盾
し
な

い
。
要
は
物
語
と
し
て
心
に
馴
染
む

か
ど
う
か
で
あ
る
。
死
を
思
う
こ
と

で
人
は
思
考
を
深
め
、
そ
こ
か
ら
宗

教
も
科
学
も
生
ま
れ
て
き
た
。
心
と

体
、
観
念
と
現
実
の
よ
う
に
、
弁
証

法
的
に
相
互
作
用
し
な
が
ら
、
一
人

ひ
と
り
の
世
界
像
を
構
築
し
て
き
た

の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
災
害
は

自
然
と
の
か
か
わ
り
を
考
え
直
す
機

会
で
も
あ
り
、
東
北
で
会
っ
た
津
波

の
被
災
者
が
、「
そ
れ
で
も
海
を
恨
む

気
持
ち
に
は
な
れ
な
い
」
と
言
っ
た

言
葉
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

日
本
の
未
来
の
た
め
に

少
子
高
齢
化
を
先
取
り
し
た
よ
う

な
被
災
地
の
復
興
に
は
、
日

本
の
未
来
が
か
か
っ
て
い

る
。
豊
か
な
自
然
環
境
の
中

で
、人
と
人
と
が
深
く
結
ば
れ

た
ま
ち
づ
く
り
が
目
標
に
な
ろ
う
。

そ
の
た
め
に
全
国
民
が
ど
う
支
援
し

て
い
く
か
が
、こ
れ
か
ら
の
国
の
あ
り

よ
う
を
決
め
る
こ
と
に
な
る
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
ふ

る
さ
と
納
税
や
観
光
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
支
援
の
メ
ニ
ュ
ー
も
そ
ろ
っ
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
可
能
な
範
囲
で

能
登
の
復
興
に
か
か
わ
る
こ
と
が
、

個
人
に
と
っ
て
も
国
に
と
っ
て
も
大

き
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
思
う
。

心
的
外
傷
後
成
長（
Ｐ
Ｔ
Ｇ
）と
宗
教

和
国
の
マ
ン
リ
オ
・
カ
デ
ロ

特
命
全
権
大
使
は
「
日
本
は

美
し
い
国
で
、
神
道
の
哲
学

か
ら
日
常
生
活
に
必
要
な
多

く
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」

と
祝
辞
を
述
べ
た
。
岸
田
文

雄
首
相
は
「『
建
国
記
念
の

日
』
が
、
我
が
国
の
歩
み
を

振
り
返
り
つ
つ
先
人
の
努
力

「
美
」
と「
義
」
の

時
代
が
繰
り
返
さ

れ
て
い
る
。
奈
良

時
代
は
「
義
」
で

平
安
時
代
は

「
美
」、
鎌
倉
時
代

か
ら
南
北
朝
に
か

け
て
は「
義
」、
室

町
時
代
は
「
美
」、

戦
国
時
代
は

「
義
」、
安
土
桃
山
か
ら
江
戸

時
代
は「
美
」、
そ
し
て
明
治

時
代
は「
義
」、
大
正
時
代
は

「
美
」、
昭
和
の
戦
前
は

「
義
」、
戦
後
と
平
成
は「
美
」

の
時
代
と
言
え
る
。

戦
後
は
戦
前
の
反
動
も
あ

っ
て
「
美
」
の
時
代
で
、
そ

の
風
潮
は
平
成
に
流
れ
込
ん

だ
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
過

酷
な
世
界
に
対
応
で
き
な

い
。
だ
か
ら
、
令
和
の
日
本

は
「
義
」
の
国
に
な
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

社

説

こ
の
発
想
は
内
村
鑑
三
の

大
正
12
年
の
講
演「
美
と
義
」

か
ら
で
、
彼
は
「
文
明
人
種

が
要
求
す
る
も
の
は
美
と
義

で
、
い
ず
れ
か
を
選
ぶ
か
に

よ
っ
て
、
国
民
、
文
明
の
性

質
が
異
な
る
。
古
代
ギ
リ
シ

ご
ろ
、
重
さ
約
40
キ
ロ
、
長

さ
約
６
メ
ー
ト
ル
の
お
松
明

を
「
童
子
」
と
呼
ば
れ
る
世

話
役
が
担
い
で
先
導
し
、
練

行
衆
10
人
が
入
堂
し
た
。
お

松
明
が
二
月
堂
の
舞
台
に
上

が
る
と
大
勢
の
参
拝
者
は
炎

を
見
上
げ
、
童
子
は
燃
え
さ

か
る
お
松
明
を
担
い
で
舞
台

の
端
か
ら
端
ま
で
走
り
、
舞

台
か
ら
突
き
出
し
、
回
転
さ

せ
、
無
病
息
災
を
も
た
ら
す

火
の
粉
を
浴
び
せ
る
。

二
月
堂
の
本
尊
は
「
大
観

音
」「
小
観
音
」
と
呼
ば
れ
る

ャ
は『
美
』
を
追
求
し
た
が
、

ユ
ダ
ヤ
は『
義
』
を
慕
っ
た
。

日
本
は
、『
美
』
を
愛
す
る
点

で
は
ギ
リ
シ
ャ
に
似
て
い
る

が
、『
義
』
を
愛
す
る
意
味
で

は
ユ
ダ
ヤ
的
で
あ
る
」
と
言

う
。
ま
た「
本
当
の『
美
』
は

栗
田
勤
副
会
長
の
開
会
の

辞
で
第
一
部
・
奉
祝
中
央
式

典
が
始
ま
り
、
国
旗
を
通
し

て
橿
原
神
宮
に
遥
拝
。
国
歌

斉
唱
の
後
、
主
催
者
を
代
表

し
て
大
原
康
男
会
長
が
挨
拶

し
た
。

「
皇
位
の
安
定
的
継
承
と

憲
法
の
早
期
改
正
を
は
じ
め

党
幹
事
長
代
理
は
「
政
府
与

党
は
能
登
半
島
地
震
の
被
災

者
が
平
穏
な
生
活
を
取
り
戻

せ
る
よ
う
、
復
旧
復
興
に
取

り
組
ん
で
い
く
。
憲
法
改
正

は
全
国
で
国
民
世
論
を
喚
起

し
、
国
会
発
議
に
向
け
力
を

尽
く
す
」
と
、
駐
日
外
交
団

を
代
表
し
て
サ
ン
マ
リ
ノ
共

お問合せ先／扶桑社　販売企画部
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日
本
よ
、蘇
れ

日
本
神
話
の
知
恵

出雲井晶著

ゆ
が
ん
だ
歴
史
観
、
家
庭
の
崩
壊
、
教
育
の
危
機
…
。
い
ま
日
本

は
大
き
な
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。こ
の
現
状
を
打
破
す
る
カ
ギ

は
、
実
は
「
日
本
神
話
＝
古
事
記
・
神
代
」
に
あ
る
の
で
す
。
日

本
神
話
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
、愛
と
生
命
と
知
恵
に
立
ち
返
っ
て
こ

そ
、日
本
の
未
来
は
拓
け
ま
す
。あ
な
た
も
著
者
と
い
っ
し
ょ
に
、

「
神
話
の
教
え
」
を
ひ
も
と
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

批評社
〒113-0033 東京都文京区本郷1-28-36

鳳明ビル102A
TEL03-3813-6344  Fax03-3813-8990

（
定
価
：
本
体
２
０
０
０
円
＋
税
）

日
本
国
始
め
 饒
速
日
大
神
の
東
遷

大
野
七
三
著

『
先
代
旧
事
本
紀
』の
神
髄
を
極
め
た
著
者
が
語
る
。

足
で
調
べ
た
大
和
建
国
の
謎
。

須
佐
之
男
尊
の
出
雲
国
創
建
後
、
饒
速
日
尊
が
32
従
者
と
25
軍
団
を
従
え
、

九
州
か
ら
大
和
に
東
遷
し
て
纏
向
の
地
に
大
和
国
を
建
国
。
そ
の
時
、
饒
速

日
尊
が
配
下
を
募
り
配
置
し
た
今
も
残
る
そ
の
出
自
と
足
跡
を
立
証
す
る
。

「
お
水
取
り
」
と
し
て
知

ら
れ
る
奈
良
市
・
東
大
寺
二

月
堂
の
「
修
二
会
」
が
３
月

１
日
か
ら
２
週
間
厳
修
さ

れ
、
夜
は
二
月
堂
の
舞
台
に

「
お
松
明
」
の
炎
が
燃
え
さ

か
る
。
修
二
会
は「
練
行
衆
」

と
呼
ば
れ
る
僧
侶
た
ち
が
、

国
の
安
寧
を
願
い
修
行
す
る

奈
良
時
代
か
ら
の
行
事
で
、

今
年
で
１
２
７
３
回
目
。

燃
え
な
が
ら
二
月
堂
に
登

る
「
上
堂
の
松
明
」
は
、
堂

に
こ
も
る
練
行
衆
の
足
元
を

照
ら
す
炎
。
１
日
午
後
７
時

株式会社 如月出版 販売部
〒152-0023 東京都目黒区八雲2-24-15

ラ リュミエール１F
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四
六
判
２
９
６
頁
（
本
体
１
５
０
０
円
＋
税
）

私
の
生
命

い

の

ち

の
復
活上橋

泉
著

人
生
の
苦
し
み
に
積
極
的
な
意
味
は
あ
る
の
か
？

『
21
世
紀
に
生
き
る
日
本
人
の
た
め
の
浄
土
思
想
』
の
出
版
を
記
念
し
て
、平
成
26
年
３

月
か
ら
28
年
11
月
ま
で
の
５
回
に
わ
た
る
講
演
を
ま
と
め
た
著
者
渾
身
の
生
命
の
書
。

日
本
人
の
宗
教
性（
霊
性
）は
回
復
す
る
か
？

新刊！

に
感
謝
し
、
さ
ら
な
る
日
本

の
繁
栄
を
希
求
す
る
機
会
と

な
る
こ
と
を
切
に
希
望
す

る
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄

せ
た
。

祝
電
披
露
の
後
、
東
京
外

国
語
大
学
１
年
の
別
府
寛
法

氏
が
決
議
を
朗
読
し
、
満
場

の
拍
手
で
採
択
さ
れ
、
大
原

会
長
か
ら
自
民
党
の
井
上
幹

事
長
代
理
へ
決
議
文
が
手
渡

さ
れ
た
。
紀
元
節
の
歌
の
斉

唱
、
百
地
章
日
本
大
学
名
誉

教
授
に
よ
る
聖
寿
万
歳
の

後
、
小
柳
志
乃
夫
理
事
が

対
立
的
に
と
ら
え
、「
改
元
を

期
に
日
本
を
義
の
国
へ
」
と

い
う
主
張
を
平
成
31
年
（
令

和
元
年
）
年
頭
に
し
た
。
そ

れ
か
ら
５
年
経
ち
、「
義
」
の

意
義
へ
の
共
感
が
深
ま
っ
て

い
る
よ
う
に
思
え
る
。
戦
後

の
平
和
の
中
で
「
美
」
を
愛

玩
し
て
き
た
う
か
つ
さ
に
気

付
い
た
の
だ
。

川
端
康
成
は
ノ
ー
ベ
ル
文

学
賞
受
賞
の
後
、「
美
し
い
日

本
の
私
」
と
い
う
記
念
講
演

を
し
た
。
日
本
の
歴
史
で
は

奈良市

仏
教
の
危
機
人
生
の
危
機
に
希
望
の
矢
を
放
つ…

三
部
作

瑞
田
信
弘（
た
ま
だ
・
の
ぶ
ひ
ろ
）・
著  

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
称
讃
寺
住
職

中
村
メ
イ
コ
さ
ん
と
山
折
哲
雄
先
生
に
訊
く

坊
さ
ん
の
覚
悟

定
価
１
２
０
０
円
＋
税

定
価
１
２
０
０
円
＋
税

定
価
１
２
０
０
円
＋
税

釈
尊
か
ら
親
鸞
に
学
ぼ
う

浄
土
真
宗
の
智
慧

寺
院
経
営
が
ピ
ン
チ
！

死
に
方
の
流
儀
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〒663-8002  西宮市一里山町 5-8-502
TEL 050-3699-4954  FAX 050-3737-4954
URL：https://artvillage.thebase.in/

『
義
』
の
あ
る
所
に
の
み
栄

え
る
」
と
も
言
っ
て
い
る
。

日
本
を
導
く
キ
ー
ワ
ー
ド

は
「
美
」
で
は
な
く
「
義
」

で
、「
義
」
が
入
っ
た
本
当
の

「
美
」
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

「
神
は
、そ
の
独
り

子
を
お
与
え
に
な
っ

た
ほ
ど
に
、
世
を
愛

さ
れ
た
。
独
り
子
を
信
じ
る
者
が
一
人

も
滅
び
な
い
で
、
永
遠
の
命
を
得
る
た

め
で
あ
る
。
神
が
御
子
を
世
に
遣
わ
さ

れ
た
の
は
、
世
を
裁
く
た
め
で
は
な
く
、

御
子
に
よ
っ
て
世
が
救
わ
れ
る
た
め
で

あ
る
。…
光
が
世
に
来
た
の
に
、人
々
は

そ
の
行
い
が
悪
い
の
で
、
光
よ
り
も
闇

の
方
を
好
ん
だ
。…
し
か
し
、真
理
を
行

う
者
は
光
の
方
に
来
る
。
そ
の
行
い
が

神
に
導
か
れ
て
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

が
、明
ら
か
に
な
る
た
め
に
。」（
ヨ
ハ
ネ

に
よ
る
福
音
書
３
：
16
│
17
、19
、21
）

西
方
キ
リ
ス
ト
教
世
界
で
は
、
今
年

の
復
活
祭
を
３
月
31
日
に
控
え
て
悔
い

改
め
の
40
日
期
間
を
過
ご
し
て
い
る
。

創
造
主
な
る
神
の
人
類
に
対
す
る
恩
寵

を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

過
ち
を
痛
悔
す
る
と
い
う
の
だ
。
神
と

人
と
に
対
す
る
罪
に
よ
っ
て
闇
に
沈
む

世
に
愛
と
希
望
の
光
を
放
つ
方
。
蔑
ま

れ
罵
ら
れ
て
も
愛
を
も
っ
て
赦
し
抱
こ

う
と
す
る
救
い
主
が
遣
わ
さ
れ
た
と
福

音
は
伝
え
る
。
復
活
祭
の
夜
、
大
き
な

一
本
の
ロ
ウ
ソ
ク
に
火
が
と
も
り
生
命

の
よ
み
が
え
り
を
示
す
。
そ
の
火
は
集

う
も
の
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
受
け
渡
さ

れ
て
広
が
っ
て
い
く
。
　
　
　
　
（
Ｉ
）

本
紙
定
期
購
読
の
お
申
し
込
み
は

■
ご
希
望
購
読
期
間
　
■
氏
名
　
■
郵
便
番
号
　
■
住
所
　

■
連
絡
先
電
話
番
号
　
■
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
お
持
ち
の

場
合
）
を
明
記
の
上
、
宗
教
新
聞
社
宛
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

宗教新聞社
〒
一
六
〇
│
〇
〇
二
二

東
京
都
新
宿
区
新
宿
５
│
13
│
２
│
４
Ｆ

電
　
話
０
３
（
３
３
５
３
）
２
９
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
３
６
３
）
５
１
８
２
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※
購
読
料
　
年
間
６
０
０
０
円（
税
、
郵
送
料
を
含
む
）

代
の
法
要
中
に
名
前
を
読
み

飛
ば
さ
れ
た
の
を
怨
ん
で
出

て
き
た
女
性
の
幽
霊
が
、
源

頼
朝
の
少
し
後
に
「
青
衣
女

人
（
し
ょ
う
え
の
に
ょ
に

ん
）」
と
読
み
上
げ
ら
れ
る
。

「
咒
師
作
法
」
は
、
咒
師

が
須
弥
壇
の
周
り
を
回
り
な

が
ら
、
清
め
の
水
（
洒
水
）

を
撒
い
て
印
を
結
び
呪
文
を

唱
え
る
密
教
的
な
儀
式
で
梵

語
も
使
わ
れ
る
。「
達
陀（
だ

っ
た
ん
）
の
行
法
」
で
は
、

兜
の
よ
う
な
「
達
陀
帽
」
を

か
ぶ
っ
た
練
行
衆
が
道
場
を

清
め
、
松
明
を
持
っ
た
「
火

天
」
が
、
洒
水
器
を
持
っ
た

「
水
天
」
と
と
も
に
須
弥
壇

の
周
り
を
回
り
、
飛
び
跳
ね

な
が
ら
松
明
を
何
度
も
礼
堂

に
突
き
出
す
。
板
に
体
を
打

ち
付
け
る
「
五
体
投
地
」
も

行
わ
れ
る
。

観
音
様
に
供
え
る
「
お
香

水
」
を
く
み
上
げ
る
「
お
水

取
り
」
は
13
日
午
前
１
時
半

ご
ろ
、
後
夜
の
五
体
投
地
を

中
断
し
て
行
わ
れ
る
。
咒
師

童
子
が
蓮
松
明
を
抱
え
、
南

側
の
石
段
を
下
っ
て
閼
伽
井

屋
（
あ
か
い
や
）
に
入
り
、

香
水
を
桶
に
く
む
。
香
水
は

二
月
堂
に
運
ば
れ
、
須
弥
壇

下
の
香
水
壺
に
蓄
え
ら
れ
る
。

新
春
に
若
水
で
邪
気
を
払
う

若
水
信
仰
が
基
盤
に
あ
る
と

い
う
。
東
大
寺
修
二
会
は
７

５
２
年
に
始
め
ら
れ
て
以
来
、

一
度
も
途
絶
え
ず
、「
不
退
の

行
法
」
と
さ
れ
て
い
る
。

明治神宮会館

東
大
寺
二
月
堂
の
お
水
取
り

新
春
に
若
水
で
邪
気
払
う

建
国
記
念
の
日
奉
祝
中
央
式
典

３
月
３
日
、

高
松
の
ホ
ー
ル

で
ヘ
ン
デ
ル
の

オ
ラ
ト
リ
オ

「
メ
サ
イ
ア
」を

妻
と
聴
い
た
。

日
本
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
復
活
祭

の
こ
ろ
に
上
演
さ
れ
る
の

が
普
通
だ
が
、
胃
が
ん
の

た
め
62
歳
で
昇
天
し
た
ソ

プ
ラ
ノ
歌
手
で
国
立
音
楽

大
学
教
授
の
佐
竹
由
美

（
な
お
み
）さ
ん
の
三
回
忌

に
合
わ
せ
た
も
の
。
高
松

市
生
ま
れ
の
彼
女
は
、
東

京
藝
大
声
楽
科
を
首
席
で

卒
業
し
、
内
外
で
活
躍
し

て
い
た
▼
高
松
市
立
第
一

高
校
時
代
、
恩
師
竹
内
肇

氏
の
勧
め
で
ピ
ア
ノ
科
か

ら
声
楽
科
に
転
向
し
昭
和

52
年
、
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
と

し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
と
全
日
本
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
の
二
大
会
を

制
覇
し
た
。
竹
内
氏
は

「
ビ
ロ
ー
ド
の
上
を
珠
が

コ
ロ
コ
ロ
と
転
が
る
よ
う

な
声
で
、び
っ
く
り
し
た
」

と
語
っ
て
い
る
。
天
地
子

も
竹
内
氏
に
市
民
合
唱
の

指
導
を
受
け
た
の
が
縁
▼

「
メ
サ
イ
ア
」は
メ
シ
ア
の

預
言
と
誕
生
、
受
難
と
復

活
、
救
い
と
永
遠
の
い
の

ち
の
三
部
か
ら
な
り
、
初

演
は
１
７
４
２
年
４
月
13

日
の
ダ
ブ
リ
ン
。
ヘ
ン
デ

ル
は
同
時
代
の
バ
ッ
ハ
と

違
い
20
代
で
イ
ギ
リ
ス
に

移
住
し
、
指
揮
か
ら
興
行

ま
で
手
掛
け
る
今
の
総
合

音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と

し
て
、
王
室
音
楽
ア
カ
デ

ミ
ー
を
率
い
た
▼
脳
卒
中

で
倒
れ
、
経
済
的
に
も
苦

境
だ
っ
た
55
歳
で
の
「
メ

サ
イ
ア
」は
、イ
タ
リ
ア
語

で
は
な
く
英
語
で
歌
っ
て

大
ヒ
ッ
ト
し
、
ヘ
ン
デ
ル

自
身
の「
救
世
主
」と
な
る
。

当
時
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に

は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
複
雑

な
感
情
が
あ
り
、「
メ
サ
イ

ア
」
に
込
め
ら
れ
た
反
体

制
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
人
々

を
熱
狂
さ
せ
た
と
い
う
▼

26
歳
の
時
、
霊
南
坂
教
会

で
受
洗
し
た
佐
竹
さ
ん
は

毎
年
、
立
教
大
学
メ
サ
イ

ア
演
奏
会
に
出
演
し
て
い

た
。生
涯「
メ
サ
イ
ア
」を

愛
し
、
ふ
る
さ
と
で
の
演

奏
を
望
ん
で
い
た
と
い
う
。

二月堂の舞台からお松明の火の粉が降り注ぐ
＝3月1日

ん
ず
る
そ
ん
じ
ゃ
）
に
自
誓

自
戒
し
た
後
、
練
行
衆
全
員

に
八
斎
戒
（
殺
生
、
盗
み
な

ど
）
を
読
み
聞
か
せ
「
よ
く

保
つ
や
否
や
」
と
問
い
か
け

る
と
、
衆
は
「
よ
く
保
つ
、

よ
く
保
つ
、
よ
く
保
つ
」
と

誓
う
。
受
戒
が
終
わ
る
と
、

練
行
衆
は「
た
だ
い
ま
上
堂
」

の
か
け
声
と
共
に
二
月
堂
に

上
る
。

悔
過
法
要
が
始
ま
る
と
、

初
夜
で
は
「
神
名
帳
」
が
読

誦
さ
れ
、
全
国
１
万
３
７
０

０
余
所
の
神
名
が
読
み
上
げ

呼
び
寄
せ
ら
れ
る
（
勧
請
）。

３
月
５
日
と
12
日
に
は
過
去

帳
が
読
誦
さ
れ
る
。
東
大
寺

に
縁
の
あ
っ
た
人
々
の
名
前

が
列
挙
さ
れ
、「
大
伽
藍
本
願

聖
武
皇
帝
、
聖
武
皇
大
后
宮

光
明
皇
后
、
行
基
菩
薩
」
に

始
ま
り
、
孝
謙
天
皇
と
続

き
、「
不
比
等
右
大
臣
、
諸
兄

左
大
臣
」、
鑑
真
は「
伝
戒
根

本
大
唐
鑑
真
和
尚
」。
変
わ

っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
鎌
倉
時

二
体
の
絶
対
秘
仏
の
十
一
面

観
音
像
で
、
練
行
衆
も
見
ら

れ
な
い
。
二
月
堂
の
修
二
会

の
正
式
名
称
は
「
十
一
面
悔

過
法
要
（
け
か
ほ
う
よ
う
）」

で
、
本
尊
に
対
す
る
悔
過
・

懺
悔
は
、
自
己
の
修
行
か
ら

国
の
救
済
と
利
益（
り
や
く
）

に
つ
な
が
る
大
乗
仏
教
の
考

え
に
基
づ
く
。
浄
行
す
る
僧

侶
を
選
び
、
心
身
を
清
め
、

本
尊
に
対
し
て
礼
拝
行
を
行

い
、
１
日
６
回
本
尊
の
周
囲

を
巡
り
、
礼
拝
す
る
行
を
毎

日
繰
り
返
す
。

十
一
面
悔
過
法
は
古
密
教

に
神
道
、
修
験
道
、
民
間
習

俗
や
外
来
諸
宗
教
の
作
法
を

今
に
伝
え
て
い
る
。
練
行
衆

が
２
月
28
日
に
宿
所
に
入
る

際
に
は
、
咒
師
（
じ
ゅ
し
）

が
神
道
式
に「
大
中
臣
祓
詞
」

を
黙
誦
し
て
御
幣
で
練
行
衆

を
清
め
る
。

３
月
１
日
の
深
夜
１
時
か

ら
は
「
授
戒
」
の
儀
。
和
上

が
食
堂
の
賓
頭
盧
尊
者
（
び

令
和
６
年
皇
紀
２
６
８
４
年
の
「
建
国
記
念
の
日
奉
祝
中
央
式
典
」
が
２
月
11
日
、
日
本
の
建
国
を
祝
う
会
（
大
原

康
男
会
長
）
の
主
催
に
よ
り
、
東
京
都
渋
谷
区
の
明
治
神
宮
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
式
典
に
は
約
５
０
０
名
の
参
加

者
の
他
、
特
命
全
権
大
使
を
含
む
28
か
国
の
在
日
外
交
団
も
参
列
。
式
典
に
続
き
新
保
祐
司
・
都
留
文
科
大
学
名
誉

教
授
が
記
念
講
演
。
表
参
道
で
は
神
輿
と
首
都
圏
の
大
学
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
・
子
供
鼓
笛
隊
が
元
気
に
奉
祝
パ
レ
ー
ド

し
、
沿
道
の
人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
た
。

国書刊行会

監
訳
著
・

水
谷
 周
訳
補
完
・
杉
本
恭
一
郎
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０
１
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７
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第
３
版
発
行
、
資
料
増
補
、大
改
訂
  定
価
２
７
０
０
円
＋
税

読
み
や
す
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、理
解
し
や
す
く
、真
髄
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意
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新
訳

や
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い
和
訳
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